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（※毎月 17日は給食費・教材費等の引落日です。） 

今月の避難訓練は、予告なしで実施します。 

１１月の行事予定 

１ 火 社会科見学３年 

２ 水  

３ 木 文化の日 

４ 金 安全指導 

５ 土 東京都教育の日 

６ 日  

７ 月 全校朝会 委員会活動 

８ 火  

９ 水  

10 木 音楽朝会 音楽会リハーサル 

11 金 音楽会（児童鑑賞日） 

12 土 音楽会（保護者鑑賞日） 

13 日  

14 月   振替休業日 

15 火 全校朝会 体育館片付け５年 

16 水 ４時間授業 研究授業（柏葉学級／５の２） 

17 木 就学時健診（下校１２：５５） 

18 金  

19 土  

20 日  

21 月      全校朝会 クラブ活動 

22 火  

23 水 勤労感謝の日 

24 木 体育朝会 

25 金  

26 土  

27 日  

28 月 全校朝会 

29 火 地域合同清掃（３年） 

30 水 ４時間授業 小中連携の会Ⅱ（西新宿小） 

 

１１月号 

第２３２号 

平成２８年 

10月 31日発行 

     行動の基準②  

   校長 佐藤 郁子 

 今回の学校だよりのタイトル名には、「②」が付きま

す。ということは、当然①がなければ、、、。ちょうど一

年前の学校便り１１月号で「行動の基準」タイトルで

書いています。そのときの話題は、ノーベル医学生理

学賞を受賞した大村智教授の行動の基準、「人の役に立

つかどうか」についてでした。同じこの時期。またし

ても日本人がノーベル医学生理学賞を受賞したという

嬉しいニュースが飛び込んできました。 

今回の受賞は、東京工業大学の大隈良典名誉教授で

す。細胞内で行われるたんぱく質のリサイクル「オー

トファジー」の分子メカニズムを解明し、がんやパー

キンソン病に関する創薬研究の道を開いた業績が評価

されての受賞です。 

ニュースや新聞等の情報から察するに、大隈教授の

研究者としての「行動の基準」は、「人がよってたかっ

てやることより、人がやっていないことをやるのが面

白い。」のようです。あまり競争が好きではないし、誰

も取り組んでいないことをやる方が楽しい、とお話し

されていました。だから、この研究が、がんに効くだ

ろうとかノーベル賞を取るだろうなどと、考えて始め

た研究ではないと語っていました。また、基礎研究と

はそういうものだとも。 

すぐには結果がでない。しかし、それは思わぬとこ

ろに広がり、花を咲かせることになる。大隅教授の研

究は、がんやパーキンソン病に効くという薬の「花」

が咲くための豊かな「土壌」だったのでしょう。 

小学校教育と似ているな、と感じました。小学校で

の学習は、科学者や優れたスポーツマンを育成するた

めではなく、その基礎です。もしかしたら、小学校の

学習がきっかけで、専門家を目指す児童もいるかもし

れません。子どもたちが、いずれ花を咲かせるための

豊かな土壌をつくること。大きく広い作業です。でも、

本校の土壌も確実によくなっているのでは？と教職員

一同思っています。11・12日は音楽会。子どもたち

の豊かな感性に触れにいらしてください。 

 

11 月の生活目標  

正しい言葉づかいをしよう  

 



 

算数科の授業 
算数少人数 今関 明 

   

算数の学習では、少人数習熟度別指導を実施し

ています。３年生から６年生まで、学年を３つの

グループに分けて学習指導を行っています。 

１グループの子どもの人数が少ないため、一人

ひとりの理解度やつまずきを把握しやすくなり、

学習状況に応じた指導を行うことができるのが

少人数指導の良いところです。 

また、単元ごとにグループ編成を変えるため、

「数と計算」「図形」など単元の特性に合わせて、

指導の仕方や支援の仕方を変えることができま

す。 

算数は、学習の積み重ねが大切な教科です。前

の時間に学習したことをもとに新しい課題に取

り組み、解決していきます。そして、身に付けた

知識や技能をどのように活用したか自分の考え

を発表したり、友達の多様な考えを学んだりする

ことで理解を深め、次の学年へつなげていきま

す。少人数指導では、今後も学習した内容の確実

な定着や活用力向上のために、子どもたちにきめ

細かな指導を行うことを目指しています。 

女神湖合同移動教室  
 

柏葉学級担任 重松 寿星 
去る１０月１２日(水)～１４日(金)、区内の特別支援学

級５校合同で女神湖移動教室に行ってきました。柏葉学

級４年・５年・６年生の９名が参加し、東京と比べると

かなりひんやりとした空気の蓼科の地で２泊３日を共に

過ごしました。乳しぼり、ハイキングﾞ、リンゴ狩りなど

の体験を通して大自然を満喫。残念ながら濃霧と山頂

2.5℃という寒さのため車山には登れませんでしたが、

他の学校の友達と交流したり、責任をもって係の仕事を

こなしたりと、事前学習の成果もしっかり感じられた３

日間でした。 

 

≪子どもたちの声≫ 
○コーヒー牛乳フロートが 

おいしかった。 

○車山に行けなかったのは 

残念だったけど、ハイキングができてよかった。 

○楽しい思い出がたくさんできた。 

○楽しかった。来年はみんなを引っ張れるようにが

んばりたい。楽しくしたい。 

○部屋の掃除や片づけをしっかりできてよかった。 

○４年生の面倒をみた。りんご狩り、みんなでやっ

た、取った。富士山も見えた。 

○６年生が教えてくれて、日記にいろんなことを書

いた。ハイキングの日に準備をして楽しかった。 

○牧場でまたヤギにエサを与えてよかったです。モ

ウモウのホットココアがとてもおいしかったです。

白樺細工も絵をぬって楽しかったです。 

○おばけの話が楽しかった。ちょっと怖かった。ハ

イキングは疲れたけど頑張った。 

 

 

 

音楽会  

音楽会委員長 牛込 二葉 

 

「芸術の秋」と言われますが、本校では、「学芸会」

「音楽会」「展覧会」の文化的な学校行事を三年に

一回ずつ実施しています。本年度は、１１月１１日

（金）１２日（土）に音楽会を開催します。１〜３

年生は初めての、４年生以上は最後の音楽会になり

ます。 

それぞれの学年の発達段階に応じて演奏する楽

器の種類が多くなり、重なり合う音の響きが厚みを

増していきます。音楽会は、スポットライトを浴び

て舞台の上で一人一役演奏をします。音楽が得意で

表情豊かに歌う子、恥ずかしくて思ったように声が

出ずドキドキしてしまう子、それぞれ精一杯に音楽

表現をしています。合唱や合奏は、全員の心が一つ

にならないときれいなハーモニーになりません。集

中力も必要です。簡単なことのようでなかなか難し

いことです。音楽会を成功させるために、学年みん

なで協力して作り上げていこうしています。上学年

が下学年に教えてくれる姿も見られます。限られた

時間の中で、練習に取り組んで臨む児童の音楽の世

界を楽しんでいただければと思います。 

 

＊１２日（土）の保護者鑑賞日は舞台前にマット

席を設けます。演技をしている学年の優先席となり

ますので譲り合ってご覧ください。 

クラブ活動 

クラブ活動担当 八木下 恵美 

 クラブ活動は、４～６年生の異学年の児童が仲良く

協力し、自発的・自治的に活動を行って、自主性や実践

的な態度を養うことをめあてに活動しています。 

 

外球技クラブ：野球やサッカーを 

しています。 

バスケットボールクラブ：練習や 

試合をしています。 

卓球クラブ：練習や団体戦をしています。 

料理・手芸クラブ：前期は手芸作品、後期はリン

ゴのコンポートなどの簡単スイーツを作ります。 

ゲームクラブ：ハンカチ落とし、水鉄砲、紙飛行

機など様々なゲームをしています。 

音楽クラブ：音楽会に向けて、合奏をしています。 

科学クラブ：スライム、ブーメラン作り、ネイチ

ャーゲームなどをしています。 

イラスト・アニメクラブ：好きなイラストを描い

て彩色したり、写真を撮ってアニメーションを制

作したりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


